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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一定期間の日付が配置されたカレンダを印刷する印刷手段と、
　現在の日付に関する日付情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得した日付情報に基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行う制
御手段とを有することを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記印刷手段により印刷させたカレンダに含まれる日付に関する情報と前記取得手段に
より取得した日付情報とに基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行うことを特徴とする
請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記取得手段により取得した日付情報が月末、月初め、週末、週初め
、のいずれかである場合に、カレンダの印刷を促す表示を行うことを特徴とする請求項１
または２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記一定期間は、１ヶ月であり、
　前記制御手段は、前記取得手段により取得した日付情報が月末である場合に、次の月の
カレンダの印刷を促す表示を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記一定期間は、１週間であり、
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　前記制御手段は、前記取得手段により取得した日付情報が週末である場合に、次の週の
カレンダの印刷を促す表示を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、未だ印刷されていない日付が配置されたカレンダの印刷を促すことを
特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記印刷手段は、画像と日付が配置されたカレンダとを合成して印刷し、
　前記印刷装置は、カレンダと共に印刷する画像を選択する選択手段を有することを特徴
とする請求項１ないし６のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記選択手段は、前記取得手段により取得した日付情報に基づいて画像を選択すること
を特徴とする請求項７に記載の印刷装置。
【請求項９】
　前記選択手段は、予め定められたフォルダ内の画像から、カレンダと共に印刷する画像
を選択することを特徴とする請求項７または８に記載の印刷装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記印刷装置の電源が入れられたことに応じて、カレンダの印刷を促
す表示を行うことを特徴とする請求項１ないし９のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項１１】
　一定期間の日付が配置されたカレンダを生成する生成手段と、
　前記生成手段により生成されたカレンダを印刷手段により印刷させる印刷制御手段と、
　現在の日付に関する日付情報を取得する取得手段と、
　前記印刷手段により印刷させたカレンダに含まれる日付に関する情報と前記取得手段に
より取得した日付情報とに基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行う表示手段とを有す
ることを特徴とする印刷装置。
【請求項１２】
　一定期間の日付が配置されたカレンダを生成する生成ステップと、
　前記生成ステップにより生成されたカレンダを印刷手段により印刷させる印刷制御ステ
ップと、
　現在の日付に関する日付情報を取得する取得ステップと、
　前記印刷手段により印刷させたカレンダに含まれる日付に関する情報と前記取得ステッ
プにより取得した日付情報とに基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行う表示ステップ
とを有することを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項１３】
　印刷装置の制御方法をコンピュータに実行させるプログラムにおいて、
　前記印刷装置の制御方法は、
　一定期間の日付が配置されたカレンダを生成する生成ステップと、
　前記生成ステップにより生成されたカレンダを印刷手段により印刷させる印刷制御ステ
ップと、
　現在の日付に関する日付情報を取得する取得ステップと、
　前記印刷手段により印刷させたカレンダに含まれる日付に関する情報と前記取得ステッ
プにより取得した日付情報とに基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行う表示ステップ
とを有することを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　請求項１３記載のプログラムを格納するコンピュータで読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像付きカレンダを生成する印刷装置及びその制御方法、並びにプログラム
及び記憶媒体。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、デジタルカメラやデジタルビデオカメラ、携帯電話等の画像入力機器の進歩に伴
い、撮像された画像データをプリント出力するために、様々な方式を採用したプリンタ装
置が製品化されている。
【０００３】
　一般的なプリンタ装置のプリント方式として、インクジェット方式、レーザー方式、熱
転写方式がある。インクジェット方式、熱転写方式は、カメラで撮像した写真等の画像デ
ータをプリント出力する目的で使用されるフォトプリンタ装置に、多く採用されている方
式である。
【０００４】
　インクジェット方式プリンタは、インクを衝撃や加熱等により極小の液滴として飛ばす
方式で、小さな液滴を用紙へ着弾させて誤差拡散等の手法により解像度と階調性を得る。
【０００５】
　一方、熱転写方式プリンタは、感熱型の用紙を印画用紙として用い、主走査方向に配列
された複数個のサーマルヘッドを選択的に駆動し、用紙を副走査方向に搬送することで該
用紙上にドットライン状の印画を行う。
【０００６】
　昇華型熱転写方式プリンタは、固体から気体に昇華したインクリボンを用紙に付着させ
る方式である。ヘッドに加える熱量を制御することで、１画素の濃度を変化させて階調性
豊かな画像を表現することができ、写真のプリント出力に適している。昨今、サーマルヘ
ッドの性能や用紙材料の品質の向上に比例し、銀塩写真に見劣りしない高画質を得ること
が可能となってきている。
【０００７】
　写真のプリント出力に適したデジタルフォトプリンタ装置の市場拡大に呼応し、パソコ
ン等を介さずに、デジタルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像機器（画像入力機器）
とプリンタ装置を直接接続するプリントシステムの普及が進んでいる。
【０００８】
　また、液晶ディスプレイ等が搭載されているプリンタ装置の中には、記憶媒体を直接プ
リンタ装置に挿入して、液晶ディスプレイ上に画像データを表示して、印刷対象の画像を
選択できるものがある。プリンタ装置側の操作部材を操作し、ディスプレイ画面を見なが
らプリント出力対象となる画像データを選択することで、画像データのプリント出力を行
うことができる。
【０００９】
　また、画像データをそのまま用紙にプリント出力するだけでなく、様々な画像データ編
集機能を有している装置も製品化されている。例として、画像データを複数枚並べてアル
バムを作成するアルバムプリント機能や、画像データと月の日付を一緒にレイアウトしカ
レンダを作成するカレンダ作成機能、等である。
【００１０】
　上記カレンダ作成機能を備えた装置として、特許文献１では、簡単な操作でカレンダと
画像データを合成して記憶媒体に記憶する電子的撮像装置が提案されている。また、特許
文献２では、ディスプレイに表示することなく、スイッチのみで所要のカレンダを容易に
印刷できる印刷装置が提案されている。
【特許文献１】特開平１１－４４００号公報
【特許文献２】特開平１０－１２９０８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上記背景技術で述べたように、プリンタ装置等の画像処理装置において、画像データの
編集機能として、画像データを日付と一緒に合成し、プリント出力や記憶媒体に保存する
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といった技術がある。
【００１２】
　しかし、カレンダを作成する作業は、定期的にユーザが行う必要があり、ユーザ自身が
作成自体を忘れてしまうことが懸念される。また、まとめて１年分のカレンダを作成する
場合等も、特許文献１や特許文献２のように月日の設定や、画像の選択、レイアウト等作
成作業に要するユーザの負荷は軽くない。
【００１３】
　特に、パソコン上のアプリケーションを介さず、デジタルカメラとプリンタ装置を直接
接続するカメラダイレクトプリントシステムでは、デジタルカメラもしくはプリンタ装置
に備えられている液晶ディスプレイのサイズが小型のものが多い。従って、パソコンのモ
ニタ画面を使用した場合と比べて、設定操作や画像データの編集作業が困難である。
【００１４】
　本発明の目的は、カレンダの作成時期を適宜ユーザに知らせることができ、簡単な設定
作業のみで容易にカレンダの作成を行うことができる印刷装置及びその制御方法、並びに
プログラム及び記憶媒体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の印刷装置は、一定期間の日付が配置された
カレンダを印刷する印刷手段と、現在の日付に関する日付情報を取得する取得手段と、前
記取得手段により取得した日付情報に基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行う制御手
段とを有することを特徴とする。
【００１６】
　請求項１１記載の印刷装置は、一定期間の日付が配置されたカレンダを生成する生成手
段と、前記生成手段により生成されたカレンダを印刷手段により印刷させる印刷制御手段
と、現在の日付に関する日付情報を取得する取得手段と、前記印刷手段により印刷させた
カレンダに含まれる日付に関する情報と前記取得手段により取得した日付情報とに基づい
て、カレンダの印刷を促す表示を行う表示手段とを有することを特徴とする。
【００１７】
　請求項１２記載の印刷装置の制御方法は、一定期間の日付が配置されたカレンダを生成
する生成ステップと、前記生成ステップにより生成されたカレンダを印刷手段により印刷
させる印刷制御ステップと、現在の日付に関する日付情報を取得する取得ステップと、前
記印刷手段により印刷させたカレンダに含まれる日付に関する情報と前記取得ステップに
より取得した日付情報とに基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行う表示ステップとを
有することを特徴とする。
【００１８】
　請求項１３記載のプログラムは、印刷装置の制御方法をコンピュータに実行させるプロ
グラムにおいて、前記印刷装置の制御方法は、定期間の日付が配置されたカレンダを生成
する生成ステップと、記生成ステップにより生成されたカレンダを印刷手段により印刷さ
せる印刷制御ステップと、在の日付に関する日付情報を取得する取得ステップと、記印刷
手段により印刷させたカレンダに含まれる日付に関する情報と前記取得ステップにより取
得した日付情報とに基づいて、カレンダの印刷を促す表示を行う表示ステップとを有する
ことを特徴とする。
【００１９】
　請求項１４記載のコンピュータで読み取り可能な記憶媒体は、請求項１３記載のプログ
ラムを格納する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の印刷装置によれば、カレンダの作成時期を適宜ユーザに知らせることができ、
簡単な設定作業のみで容易にカレンダの作成を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２１】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２２】
　図１は、本発明の実施の形態に係る印刷装置としてのプリンタ装置の外観斜視図である
。また、図２は、図１のプリンタ装置上面のＵＩ操作部材の拡大平面図である。
【００２３】
　以下、図１、図２を参照して、プリンタ装置の構成を動作と併せて説明する。
【００２４】
　昇華型熱転写方式のプリンタ部を内蔵しているプリンタ装置１の上面には、プリンタ装
置１の電源を投入する電源ボタン２、プリント出力の実行・中止を行う印刷／中止ボタン
３、ＧＵＩ画面を表示する液晶ディスプレイ４が配置されている。
【００２５】
　電源ボタン２の押下により電源投入後、ＳＤカード・メモリースティックカード等の差
込スロット７またはコンパクトフラッシュ（登録商標）の差込スロット８に挿入されたメ
モリカード内に保存された画像データが読み出され、液晶ディスプレイ４上に表示される
。
【００２６】
　十字キー／ステップＳＥＴボタン１７で画像データの選択及び指定を行う。
【００２７】
　図２において、メニューボタン１２の押下により、プリント出力枚数や用紙設定画面へ
遷移する。編集ボタン１３で画像データのトリミング編集作業画面へ遷移し、ズームボタ
ン１５とパンボタン１６を使用してトリミングサイズを決定する。
【００２８】
　表示ボタン１４で画像データの情報表示を行う。作成ボタン１１でカレンダ作成、マル
チレイアウト作成（複数の画像データを並べてレイアウトする）、アルバム作成の選択画
面へ遷移する。
【００２９】
　プリント出力する画像データの設定終了後に印刷／中止ボタン３を押下して、プリント
出力が開始される。下排紙口５から挿入された用紙、またはプリンタ装置１内のカートリ
ッジで１枚に分離された用紙がサーマルヘッド部まで搬送された後に、プリント出力が開
始され、終了後に上排紙口６から用紙が排紙され、ストックされる。
【００３０】
　また、画像データはメモリカード以外に、ＵＳＢ　Ｂコネクタ端子１０とデジタルカメ
ラを接続して、デジタルカメラ側からプリント出力操作を行うことができる。ＵＳＢ　Ａ
コネクタ端子９とパソコンを接続してパソコン側からプリント出力操作を行うことができ
る。
【００３１】
　図３は、本発明の実施の形態に係る画像処理装置としてのプリンタ装置のブロック図で
ある。
【００３２】
　図３において、プリンタ装置のシステム構成の中核を担う主制御部３００は、ＣＰＵ３
０１、ＲＡＭ３０２、画像データ処理部３０３、フラッシュＲＯＭ３０４、カレンダ機能
制御部３０５、内部記憶装置部３０６、時計機能部３０７から構成される。
【００３３】
　ＣＰＵ３０１は、プリンタ装置のシステム制御及び各種プログラムに従った演算処理を
実行する。また、ＣＰＵ３０１は、操作部等への操作や指示の入力に応じて、対応する処
理を各部に実行させるための制御を行う。また、ＣＰＵ３０１は、印刷制御手段として機
能する。
【００３４】
　ＲＡＭ３０２は、画像データの一時保存用、画像のリサイズ処理等のワーク領域として
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使用される。画像データ処理部３０３は、画像データの加工処理を施し、プリント出力に
必要な画像データを生成し、ＲＡＭ３０２に保存する。
【００３５】
　また、画像データ処理部３０３は、メモリカード３１４に保存された画像データまたは
外部器から受信した画像データに拡大、縮小処理を施し、拡大、縮小処理された画像デー
タとカレンダ機能制御部３０５で作成された日時、曜日からカレンダを作成する。　フラ
ッシュＲＯＭ３０４は、システム制御用プログラムや各種調整値等のパラメータが格納さ
れている。
【００３６】
　カレンダ機能制御部３０５は、時計機能部３０７からの月日情報を元に、カレンダの日
時、曜日の作成、ユーザへのカレンダ作成の告知、カレンダの自動プリント出力等の制御
を行い、結果をＣＰＵ３０１へ伝達する。内部記憶装置部３０６は、ハードディスクドラ
イブやフラッシュメモリから構成され、画像データの保存を行う。
【００３７】
　入出力Ｉ／Ｆ３１０は、プリンタ装置１とデジタルカメラ及びＰＣといった外部機器と
の接続時のインタフェースを提供する。入出力制御部３０９は、インタフェース（入出力
Ｉ／Ｆ３１０）の制御を司る。画像データを保存するメモリカード（記憶媒体）３１４の
読出し及び書込み制御は、メモリカードコントローラ部３１３を介して行われ、主制御部
３００とデータの送受信をする。
【００３８】
　ユーザは、ＬＣＤ画面３１１に表示されるＧＵＩ画面で処理内容を確認しながら、操作
部３０８を操作することで各種操作を実施する。ＬＣＤ画面３１１はＬＣＤドライバ部３
１２によって制御される。ユーザへの告知のための電子音や操作確認音等の発生のために
スピーカ部３１８が使用される。
【００３９】
　操作部３０８は、画像データ処理部３０３にカレンダの作成を行わせる指示を与える。
【００４０】
　また、ＬＣＤ画面３１１は、カレンダの作成日時及びユーザにカレンダの作成を促す告
知内容を設定する。
【００４１】
　プリントエンジン部３１５は、用紙上に、カレンダを含む画像データの印画処理（用紙
への出力）を行うものである。
【００４２】
　プリントエンジン部３１５は、インクジェットプリントヘッドやサーマルヘッド等のプ
リント出力ヘッド及び用紙搬送用のステッピングモータ等の駆動機構、給排紙を行う給排
紙機構を備える。
【００４３】
　加えて、プリントエンジン部３１５は、インク液やインクリボンを内包したカートリッ
ジ３１７とカートリッジ種別を認識するカートリッジ認識部３１６を備える。本構成は、
プリント方式及び製品形態に依存する。
【００４４】
　図示はしていないが、プリンタ装置１は、動作に必要な電力を供給するための電源回路
及び、各種ＩＣ、素子を実装した回路基板等を装置内に格納する。
【００４５】
　以下、本実施の形態におけるプリンタ装置の動作について、詳しい説明を行う。
【００４６】
　図４は、図３のプリンタ装置によって実行されるカレンダ印刷（作成）処理の手順を示
すフローチャートである。図５は、図４のフローチャートで示される処理を実施する際の
ＬＣＤ画面（ＧＵＩ画面）例を示す図である。
【００４７】
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　本処理は、図３における主制御部３００の制御の下に実行される。以下、本フローチャ
ートに倣い説明を行う。
【００４８】
　ここで、本実施形態のカレンダ印刷は、一定期間（例えば１ヶ月）の日付を配置したカ
レンダと画像とを合成し、１枚の用紙に印刷する印刷形態のことである。
【００４９】
　ステップＳ４０１：ＬＣＤ画面３１１でカレンダ印刷設定のメニューを選択する。
【００５０】
　ステップＳ４０２：図５のＬＣＤ画面３１１を表示し、ユーザがカレンダ印刷設定の選
択を行う。
【００５１】
　ステップＳ４０３：ユーザが『(1)毎月末にお知らせ』を選択した場合は第１の処理（
ステップＳ４０４）に遷移する。
【００５２】
　ステップＳ４０５：ユーザが『(2)電源オン時にお知らせ』を選択した場合は第２の処
理（ステップＳ４０６）に遷移する。
【００５３】
　ステップＳ４０７：ユーザが『(3)毎月末に自動プリント』を選択した場合は第３の処
理（ステップＳ４０８）に遷移する。
【００５４】
　図４のフローチャートのように、ＬＣＤ画面３１１による選択を経ずに下記に記載する
第１乃至第３の処理へ直接遷移しても良い。
【００５５】
　図６は、図４のステップＳ４０４で実行される第１の処理、即ち、カレンダ印刷（作成
）告知、カレンダ作成処理の手順を示すフローチャートである。
【００５６】
　以下、本フローチャートに倣い説明を行う。
【００５７】
　ステップＳ６０１：プリント出力対象となる来月分のカレンダが未作成かカレンダ機能
制御部３０５で判定する。プリント出力済みの場合には処理を終了する。未出力の場合に
はステップＳ６０２に遷移する。
【００５８】
　ステップＳ６０２：時計機能部３０７により、月末の指定日時になるまでは待機状態と
なり時計機能部３０７により現在の年月日に関する情報を取得し、取得した現在の日時の
情報が指定日時でなればステップＳ６０３に遷移する。
【００５９】
　ステップＳ６０３：カレンダ機能制御部３０５の制御によりプリンタ装置１の電源を自
動で投入する。
【００６０】
　ステップＳ６０４：スピーカ部３１８から発生する電子音及びＬＣＤ画面表示を行い、
ユーザにカレンダ作成を促すための告知を行う。その際にＬＣＤ画面３１１上に、図７に
示すＧＵＩ画面例を表示する。
【００６１】
　ステップＳ６０５：告知によりユーザによる操作が開始された場合は、カレンダ作成処
理（ステップＳ６０８）へ遷移する。操作が開始されない場合は、一定時間経過した後（
ステップＳ６０６）に、ステップＳ６０７へ遷移する。
【００６２】
　ステップＳ６０７：カレンダ機能制御部３０５の制御によりＣＰＵ３０１でプリンタ装
置１の自動電源オフの命令を発生し、装置の電源を落とす。
【００６３】
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　ステップＳ６０２の指定日時は、月単位のカレンダを作成する場合には、毎月末に告知
を行い、次月分のカレンダを作成する他、毎月初めに告知を行い、同月分のカレンダの作
成を促しても良い。
【００６４】
　更に、ステップＳ６０２の指定日時は、週単位のカレンダを作成する場合には、毎週末
に告知を行い、次週分のカレンダを作成する他。または、毎週初めに告知を行い、同じ週
のカレンダの作成を促しても良い。また、ユーザが任意の指定日時を設定しても良い。
【００６５】
　ステップＳ６０８：カレンダ作成処理では、内部記憶装置部３０６またはメモリカード
３１４内に保存されている画像データからカレンダ作成に使用する画像データを選択する
。画像データのトリミングを行う場合には、ＬＣＤ画面３１１上でトリミングサイズを確
認・設定する。
【００６６】
　設定後に、画像データ処理部３０３で画像データの拡大・縮小処理を施し、時計機能部
３０７の月日情報からカレンダ機能制御部３０５で生成された曜日・日付と上記画像デー
タとのレイアウト選択を行う。そして、用紙サイズ設定及び用紙モード設定後にプリント
出力を行い、カレンダを作成する。図８にカレンダの完成例を示す。
【００６７】
　また、カレンダに使用する画像は、時計機能部３０７で取得した現在の日時の情報やこ
れから印刷するカレンダの日付の情報をもとに、内部記憶装置部３０６またはメモリカー
ド３１４から自動的に選択するようにしても良い。この場合、１月のカレンダを作成する
場合は１月に撮影した画像を選択するので、季節に合った画像が選択される。
【００６８】
　また、特定のフォルダに格納されている画像の中から自動的に選択するようにしても良
い。ユーザは予めフォルダを指定したり、指定したフォルダに画像を格納しておくことに
より、ユーザが希望する画像が自動的に選択される。
【００６９】
　図９は、図４のステップＳ４０６で実行される第２の処理、即ち、カレンダ印刷（作成
）告知、カレンダ作成処理の手順を示すフローチャートである。
【００７０】
　以下、本フローチャートに倣い説明を行う。
【００７１】
　ステップＳ９０１：ユーザにより装置の電源が投入される。
【００７２】
　ステップＳ９０２：時計機能部３０７の現在の月日情報を取得し、カレンダ機能制御部
３０５で現在の月の次の月のカレンダがプリント未出力か否かを判定する。カレンダ機能
制御部３０５は、印刷済みのカレンダーの月、週等の日付情報を記憶しているので、これ
をもとに判断する。プリント出力済みであれば、処理を終了する。プリント未出力の場合
はＬＣＤ画面３１１に図９に示すＧＵＩ画面表示を行いカレンダの作成処理を促す（ステ
ップＳ９０３）。
【００７３】
　ステップＳ９０４：ユーザによりカレンダの作成が開始された場合はステップＳ９０５
のカレンダ作成処理に遷移する。開始しない場合は処理を終了する。
【００７４】
　ステップＳ９０５：カレンダ作成処理では、内部記憶装置部３０６またはメモリカード
３１４内に保存されている画像データからカレンダ作成に使用する画像データを選択する
。画像データのトリミングを行う場合には、ＬＣＤ画面３１１上でトリミングサイズを確
認・設定する。
【００７５】
　トリミングサイズの設定後に、画像データ処理部３０３で画像データの拡大・縮小処理



(9) JP 5014103 B2 2012.8.29

10

20

30

40

50

を施し、時計機能部３０７の月日情報からカレンダ機能制御部３０５で生成された曜日・
日付と上記画像データとのレイアウト選択を行う。用紙サイズ設定及び用紙モード設定後
にプリント出力を行い、カレンダを作成する。
【００７６】
　ステップＳ９０２の該当月のカレンダは、月末である場合は次月、月初めである場合は
同月に当たる。
【００７７】
　また、第２の処理でも第１の処理と同様に、１週間分のカレンダを印刷する場合は、時
計機能部３０７で取得した現在の日時情報が週末または週初めであるときにカレンダ印刷
の実行を促すようにしても良い。
【００７８】
　図１１は、図４のステップＳ４０８で実行される第３の処理、即ち、カレンダ印刷（作
成）処理の手順を示すフローチャートである。
【００７９】
　以下、本フローチャートに倣い説明を行う。
【００８０】
　ステップＳ１１０１：ユーザがＬＣＤ画面３１１の表示を確認しながら、操作部３０８
により、カレンダ作成時の設定を行う。カレンダの構成を月単位また週単位で設定を行う
。
【００８１】
　ステップＳ１１０２：画像データと時計機能部３０７の日時情報から生成された日付を
合成した画像をＬＣＤ画面３１１に表示し、レイアウトの設定を行う。
【００８２】
　ステップＳ１１０３：カレンダの用紙サイズの設定を行う。
【００８３】
　ステップＳ１１０４：カレンダに使用する画像データを内部記憶装置部３０６またはメ
モリカード３１４内に保存されている画像データから１枚または複数枚選択して設定する
。または、プリント出力対象となる画像データが保存されているフォルダを選択して設定
を行う。
【００８４】
　ステップＳ１１０５：カレンダのプリント出力日時を指定する。
【００８５】
　ステップＳ１１０６：ユーザによるプリンタ装置１の電源オフ時に上記で成された設定
と同じ用紙サイズがプリンタ装置１に装着されているか否かを判断する。
【００８６】
　ステップＳ１１０７：異なる用紙サイズが装着されている場合は、用紙サイズが異なる
旨の告知をＬＣＤ画面３１１上に表示する。
【００８７】
　ステップＳ１１０８：時計機能部３０７によりプリント指定日時になったかを判定する
。
【００８８】
　ステップＳ１１０９：指定日時になった時、プリンタ装置１が自動で電源投入を行う。
【００８９】
　ステップＳ１１１０：プリンタ装置１の起動後に、プリント出力可能な状態かを判定す
る。プリント出力不可能な場合にはエラーログを残し（ステップＳ１１１２）、ユーザに
よる電源オン後に、エラーメッセージをＬＣＤ画面３１１上に表示する。プリンタ出力が
可能な場合には、カレンダのプリント出力を行う（ステップＳ１１１１）。
【００９０】
　ステップＳ１１１３：プリント出力の終了後に、プリンタ装置１が自動で電源を落とし
、処理を終了する。
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【００９１】
　ステップＳ１１０４の画像データの指定を行う際に、画像データが保存されたフォルダ
が指定された場合は、フォルダ内から画像データをランダムに選択し、カレンダを作成し
ても良い。また、予め画像データにユーザが「お気に入り」設定をしておき、フォルダ内
から優先的に画像データを選択してカレンダを作成するようにしても良い。
【００９２】
　また、毎月末／初め、または、毎週末／初めにカレンダの自動作成を行うように設定し
た場合、ユーザが予め複数枚分のカレンダにレイアウトする画像データを選択・設定して
も良い。あるいは画像データが保存されているフォルダから作成毎にプリンタ装置側の自
動選択によりカレンダの作成を行っても良い。
【００９３】
　前述のカレンダのプリント出力処理と併せて、作成したカレンダのレイアウトデータを
内部記憶装置部３０６またはメモリカード３１４に保存して、後から参照できるようにし
ても良い。
【００９４】
　また、本発明の目的は、以下の処理を実行することによって達成される。即ち、上述し
た実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体を、
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵや
ＭＰＵ等）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出す処理である。
【００９５】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機
能を実現することになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
【００９６】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、次のものを用いることが
できる。例えば、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ
、ＤＶＤ＋ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等である。または、プロ
グラムコードをネットワークを介してダウンロードしてもよい。
【００９７】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上記実施の
形態の機能が実現される場合も本発明に含まれる。加えて、そのプログラムコードの指示
に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際の
処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される
場合も含まれる。
【００９８】
　更に、前述した実施の形態の機能が以下の処理によって実現される場合も本発明に含ま
れる。即ち、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された
機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込ま
れる。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユ
ニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行う場合である。
【産業上の利用可能性】
【００９９】
　尚、本発明は、ホストコンピュータ、インタフェース機器、プリンタ装置等の複数の機
器から構成されるシステムに適用しても、複合機等の一つの機器からなる装置に適用して
も良い。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】本発明の実施の形態に係る印刷装置としてのプリンタ装置の外観斜視図である。
【図２】図１のプリンタ装置上面のＵＩ操作部材の拡大平面図である。
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【図３】本発明の実施の形態に係る画像処理装置としてのプリンタ装置のブロック図であ
る。
【図４】図３のプリンタ装置によって実行されるカレンダ印刷（作成）処理の手順を示す
フローチャートである。
【図５】図４のフローチャートで示される処理を実施する際のＧＵＩ画面例を示す図であ
る。
【図６】図４のステップＳ４０４で実行される第１の処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図７】図６のフローチャートで示される処理を実施する際のＧＵＩ画面例を示す図であ
る。
【図８】図６のステップＳ６０８によって作成されたカレンダの例を示す図である。
【図９】図４のステップＳ４０６で実行される第２の処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図１０】図９のフローチャートで示される処理を実施する際のＧＵＩ画面例を示す図で
ある。
【図１１】図４のステップＳ４０８で実行される第３の処理の手順を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
【０１０１】
３００　主制御部
３０１　ＣＰＵ
３０２　ＲＡＭ
３０３　画像データ処理部
３０５　カレンダ機能制御部
３０７　時計機能部
３０８　操作部
３１１　ＬＣＤ画面
３１４　メモリカード
３１５　プリントエンジン部
３１８　スピーカ部
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